The Ideal School Marathon Competitions for Chief teachers of Physical Education Class by Seki, Koji et al.
体育主任が考える理想の校内マラソン大会について
関 耕二・岡田 彩花・坂本 啓一・広沢 栄貴
The Ideal School Marathon Competitions for Chief teachers  
of Physical Education Class
SEKI Koji,  OKADA Ayaka,  SAKAMOTO Keiichi,  HIROSAWA Eiki
地域学論集（鳥取大学地域学部紀要）　第18巻　第1号　抜刷
REGIONAL STUDIES (TOTTORI UNIVERSITY JOURNAL OF THE FACULTY OF REGIONAL SCIENCES) Vol.18 / No.1
令和3年 9月 10日発行　　September 10, 2021
体育主任が考える理想の校内マラソン大会について 
関 耕二*・岡田 彩花**・坂本 啓一***・広沢 栄貴**** 
 The Ideal School Marathon Competitions for Chief teachers of Physical Education Class
SEKI Koji*，OKADA Ayaka**，SAKAMOTO Keiichi***，HIROSAWA Eiki****
キーワード：校内マラソン大会，体育主任，テキストマイニング











している 1）．また，露木らは小学校 1 年生から高校 3
年生を対象とした調査で，持久走に対する意識調査
を実施した結果，持久走を「嫌い」と回答した者の割
合は，男子において小学 1 年生では 12％だったが，
高校 3 年生では 53％で増加しており，女子において































は推計 1019 万人であり，2006 年と比較して 403 万
人増加していることや，週に 1 回以上，週に 2 回以
上と定期的にジョギング・ランニングを行っている
人口もそれぞれ 274 万人，167 万人増加しているこ
とが 2018 年の笹川スポーツ財団調査で報告されて
*鳥取大学地域学部地域学科人間形成コース **出雲市立遙堪小学校  
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とができた小学校教員 75 名（回収率 58.1％），中学
校教員 24 名（回収率 39.3％）及び高等学校教員 12
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とができた小学校教員 75 名（回収率 58.1％），中学
校教員 24 名（回収率 39.3％）及び高等学校教員 12




























76 人から 156 文，中学校 24 人から 41 文，高等学
校 12 人から 37 文であった．記述された文章は最










した結果，小学校 1005 語，中学校 230 語，高等学













表 1 分析対象者の文章量及び単語数 
小学校教員 75 人の回答した 156 文の中から抽出
したカテゴリのキーワードの数を表した． 
表 2 小学校教員の回答におけるカテゴリ  
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り，次いで 5 回の「自分」，4 回の「力」，それぞれ
図 1 小学校教員の回答における「力」のカテゴリ Web 
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り，次いで 5 回の「自分」，4 回の「力」，それぞれ


















表 3 小学校教員の回答における「できる」と 
同じ文の中で使われたカテゴリ 




中学校教員 24 人の回答した 41 文の中から抽出した
カテゴリのキーワードの数を表した．
同じ文の中で使われたカテゴリ 
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図 2 中学校教員の回答における「目標」のカテゴリ Web 
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及び保健体育科おいては，小学校 1 年生から 4 年生
では体つくり運動領域において「一定の速さでのか
け足」という例示があり，1 年生及び 2 年生は「無理
のない速さでかけ足を 2～3 分間程度続ける」，3 年
生及び 4 年生は「無理のない速さでかけ足を 3～4 分
続ける」と示されている箇所が校内マラソン大会と
関連があると考えられる．また，5 年生及び 6 年生
では体つくり運動領域の「動きを持続する能力を高
めるための運動」という例示があり，「無理のない
高等学校教員 12 人の回答した 37 文の中から抽出した
カテゴリのキーワードの数を表した．
表 6 高等学校教員の回答におけるカテゴリ  
図 3 高等学校教員の回答における「生徒」のカテゴリ Web 
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速さで 5～6 分程度の持久走をする」と示されている
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速さで 5～6 分程度の持久走をする」と示されている
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